
3 〇•電子計算機による土木事榮の設計数量計算手法

(林道事業の電子計算機導入手法>

1.試験担当者
本場敬械化部林道奈究室委 拠 田光 正 ほか

2試數目的

近年諸技術の關発,革新が急速にわこなわれ,業務は岐す岐す増大し多面化されている反 

面,これにたずさわる技術者は減少,不足し,これを前う方策として菊務を合理的かつ溜速 

に処善ナる体倒!純の必要性力幽禁されて玄た。従って帳子阳?按を中心とした林道甲熟て 

お'ける'叶面,設計,施工,折坦全段の渤体制へと現体制を再猝成ナることが考えられ,こ 

れに関する導入方法を究明する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果 、

初年既は徳子称栏［て囲する叶節手法の翌熟と林道 «に利用可能な既成

プコグラムの澗奁,整纳にあたったが,4 5年度は林道波^手法のZ！:夫として楠?勾配の 

決定と 日没小マスカーブ計算の避正解を与える電算プuグラムを作成した,林道(作業遂) 

の作設爆位昆関する理整の検討で切,衍節手法を・利用した通退点決定のー解法をえて,その 

プコグラムを作った〇

4. 昭和4 5年度の航警横!5

本年度は,「林道踰应おける自動化」と「林泌(作孩道>の効果的な開殴」について個 

算処型の手法を執討する。すなわち,前老では,平而,網楚断面む!ぴ数燈顷を包括した 

7の林道没洲図書のプログラム化と,その実用化知設,さらに自螭回を針統している。 

後者では,地形魚件により伐木迎材の作業的広がりか暇睫され,路網配置もそのをかで展開 

せざるをえぬことから,これらをバターンとして捕え,費用母小^接近法で冠正6己砍をみい 

だすことを考えている。
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31.材積および生長信測定の基礎調査

c林分生長世の推定と予測方法>

1.試験担当者
本竭’経営部径営第二科^ 西沢正久ほか

2•試験目的
林分の生長:翩［陡に圉する研究は固定標率内の林木の実生長耘のデ-タを用いて各生長廿 

の分布を研究し,既往の各秘林分生狼遂の推定法を検討し,燉遭な生長址予測法を見出すこ 

と,および固定搽嘅内の位膜図をもとにして単木の生長と周囲密度の関係を分析し,シミ 

ュレー・ンヨンズよる収樓予想の基礎方程式在見出す。

3. 昭和4 5年瘦の経過とえられた結果

1>長野法林局王滝営林密慨内1てヒノキ人工林の因定試段地を昭和2 5年に股定し,5年ご 

と忙5回の測定を行っね

2 )長貯営林局上松営林岩皆内にヒノキ天然林の困定您地を昭和31年から3 5年までに 

明数フPックづつ5年目ごとに凋定できるよう分割して股定し,第3回目の測定を全部 

設了しな

3 )長勢営林局上田営林锅内に,カラマツ人工林の固定試験地を昭和3 2年に設定し,5 

年ごとに3回測定金行った〇

4 )北見営林局留辺;皤林垠傍内にエゾ・トド天然林の固定試験地を昭和3 2年に設定し,

5年ごとほ3回の測定を行なった〇

5)前橋惜林局前馬営林者管内にスギ人工林の固定試験地を昭和3 4年に殺定し,5年ごと 

に本調査を,その中間に中間調査を入れて全部で5回の測定を行左った。なお,この剛 

地は,立木位破図もとった〇以上の豫地から短期的!て把握した資料によって林分榕造の 

変化亿える林分生長・鼓の推定法を導いてい瓦 また林分のシミュレ-ションモデルによる 

回却分析を行なう。

4. 昭和4 6年度の試験計画

1. 艮野営林咼上松営林將管内のヒノキ天然林の8ブロック(てついて第4回目の廁定を行な 

爲

2. 上記資料の整理を行なうととも忙,立木位催図をもとに.単木の直径生加と罔囲密度 

の囲係を分析する。

3. 雌陽別格分布の連合度検定による財算法の箭易化を検討する。

4. 林分のシミュレ-ションモデルによる回帰分析の結果に!り収極予想の基礎を与える。
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材積および生長最測定の基礎調査
(写真材積表の作成)

1.試験担当者
本坯縫営部航浅府究室長 中島 &ほか

2試験目的

赫計両立案のために国有林において探影されている統空写真を利用し,忱既,その他の 

湘を强実にとらえる詞在法と業務上への応用方法の迅速なケ明力谄かれている。このため 

全国,国有林,民有林で作成されている判統資料与真より,林分雌推定のための:オ飛表作 

成わ上ぴその利用の基準を作成し,今後にむける空中写真を利用した砌第査の糟変の向上 

と能率｛匕を計る〇

3. 昭和4 5年既の段過とえられた結果

參曄地の選定および林分の写真測定法を痼究するため東京常林局,前橋営林局特内に令級 

別スギ標準姓を没定し姑上値なXび写真制定値を解析し,令級,地位,脚涌,疎密巳ま 

た面積地形等の相異が溯定偵に好上ぼす影％,写真測定婴因と林分材伸,生長建との困連を 

検时した〇 .

!た国有林代:会いて作製したステレオダラムを用いて写爽材技表作成法を検消し,多変堂 

解析手法を丹いた「空中写兵材秘表作成要領……林野庁計画課Jを取り噴とめた〇

4. 路和4 6年度の試妙計画

スギ林分における勰綢在を継統すると共性,国有林業務として灾施する写製オ裁表渕整 

の実施細目を咨立し抢方別材”表の3整を実施する。

これら試院硏究への大縮写真,赤外カラ-写真,機械初旋法の咨入を計る予定である。
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32.国有林土壤調査
<国有林土整詞査>

1.試験担当者
本場土じょう部長 橋 本 与 良 ほか

北海道支擄造林部土じょう酣究室長 原 田 洸 ほか

束北支投存林部長 LU 谷 孝 一 役か

四国支場荷林部土じょう研究室長 河 QJ 弘 ほか

関西支J浦林部土じょう疥究宝長 佐 廖 俊 ほか

九州支耕育林部土じょう研究室長 期 孝 介 ほか

2試験目的

国有林土?决拓強串業の推進むXびその技術向上をはかろこと。また土如罚ま或衆Q多角的 

利用を屛るために沮査成果の地域的ならぴに全国的とりまとめ方法を検討する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1. 現址指導ならびに剧議

北湖五局,秋田,東京,前极,名古屋,赧本の各局について重点的に実あした。

2. 報告密の宿査お、Xぴ土ん:应j印刷の指母

報吿答の寒弦児14皇業区を終了しね また各営林局で行なう土’］姻印刷業務の図式の 

調整等技^的瓶与を行れつち

3(分折

低山苗祐色春林土,亜馮山帯土痕,亜熱希土侦約2 5 0点の化学分析を行あった。

4. 縫材霧別,

上記決料のうち代表断面就聞5 〇点につ惑一次,二次敘物紐成の検对を行なった。

5. 断而図集(皿>準缶

亜熱帯土後外41断而の写真掠彩を行左った。

6. 中,小縮尺土0図縮維の検的

既往成果を用い1/5万,1/2 〇万土口図の舗分的作成を行ない,各スケールに這仑 

するリージェントの検討を加えた。

7. 表旧グライイ吐0,湿性ポドゾル

特性,生成条件忆ついて検討を加えた〇

4. 昭和4 6年度の試燃計画

1.現均指導ならびに蜘

北海道5局,前橋»名古屋,熊本各肘については重点的に巒統実施ナ・る。他局について 

は,成果とりまとめ,立地彼・生産力調査等忆関する指ぷを行なう。
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